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る。こ の問題 についての最大の関心事項は、二次障害・併存症の問題であ る（杉
山、2007,  2011a,  2011b ； 斉藤.  2009; 宮 川,  2011a）。発 達 障害 とい って も、上こ
の場合、主として知的障害を伴わないアスペ ルガー障害（Asperger ’s Disorder）・
特 定 不 能 の そ の 他 の広 汎 性 発 達 障 害（Pervasive Developmenta トDisorder Not





る問題である。素行障害（Condud Disorder ）の発症メカニズムに関してオーツ ドッ












藤川（2010）は、家庭裁判所の調査官が面接した14 歳以上20 歳未満の男女862 名
の非行少年について独自に作成した発達障害を鑑別するスクーリーニングカードによ
る調査データを分析している。その結果、非行少年のうち、発達障害の疑われるもの





























が確定した125 事例の引 きごもり事例を、治療・援助方針を中心に3 つの群に分類した。
第一群統合失調症・気分障害・不安障害などの精神疾患（31 ％）、第二群広汎性発達
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障害や知的障害などの発達障害（33 ％）、第三群パーソナリティ障害・適応障害・身
体表現性障害等の障害（36％）であった。このうち第二群に分類された41件の事例には、
軽度の精神発達遅滞（知的障害）12 件、自閉性障害11 件、アスペルガー障害10 件、
特定不能の広汎性発達障害4 件、中程度の精神発達遅滞2 件、ADHD2 件、算数障害1
件、下位分類の記載がない広汎性発達障害が1 件と、引きこもりの中に発達障害の青
年が多いことが示されている。






杉 山（2007, 2011a ）は、子ども虐待 （子ども被虐待症候群 に同じ） による後遺
症を新たな発達として位置づけ、第一グループ精神遅滞（知的障害）、第二 グルー
プ広汎性発達障害（自閉症スペクトラム障害Autism Spectrum Disorder ）、第三グ
ル ープADHD ・ LD （学習 障害Learning  Disorders）・DCD （発達性協 調運動障 害
Developmental Coordination Disorder ）に、第四グループとして子ども虐待を加えて、
幼児期・児童期・青年期の臨床的特徴を記述するとともに、併存症についての整理を
行っている。







































。 青年期以降()発裸障声ど ＋y ナリt イ障害=重ね着症候群を巡る
青 年 期 以 降 、 特 に 成 人 期 の 発 達 障 害 を 巡 る も う1 つ の 最 近 の 関心 事 項 は、 発 達 障 害
と パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害 と の 重 複 性 につ い て の 議 論 で あ る。 こ の 問 題 で 、 近 年 大 き な 関
心 を 集 め てい る の が 、 衣 笠 ・池 田・瀬 木 田 ・谷 川 ・菅 川 （2007 ） や 衣 笠 （2008 ） の 「重
ね着 症 候 群 土 の 概 念 であ る 。 は じ め ス キ ゾ イ ド パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害 とい っ た 疑 い で 診
断 治 療 を 開始 し 、 診 断 を 突 き 詰 め て い く と そ の 背 後 に 、 ア ス ペ ル カy 障 害 の 所 在 を 診
断 す る に 至 っ た 事 例 に、 衣 笠 ほ か （2007 ） や 衣 笠 （2008 ） は 「重 ね着 症 候 群 」 とい う
診 断 名 称 を与 え て い る。　　　　　　　　 ＼
衣 笠 ほ か （2007 ） は 、重 ね 着 症 候 群 の 臨床 像 を 、「18 歳 以 上 （広 義 に は16 歳 以 上 ）で 、
知 的 障 害 が な く （IQS5 以 上 ）、初 診 時 の 主 訴 は多 彩 で （統 合 失 調 症・噪 う つ 病・う つ 病・
摂 食 障 害 ・性 倒 錯 ・対 人 恐 怖 症 ・ 醜 形 恐 怖 ・強 迫 ・境 界 性 パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害 ・ ス キ
ゾ イ ド パ ー ソ ナ リ テ ィ障 害 ・ 自 己 愛 性 パ ーソ ナ リ テ ィ 障 害 な ど）、 背 後 に 高 機 能 広 汎
性 発 達 障 害 が 潜 伏 し 、 高 知 能 の た め に 課 題 達 成 能力 が 高 く 就 学 時 に 発 達 障 害 が 疑 わ れ
て い な い 、 一 部 に 児 童 期 ・思 春 期 に 不 登 校 や 神 経 症 な ど の既 往 が あ る が 発 達 障 害 を 疑
わ れ た こ とが な い 」 と し て い る
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　。
犬特 に 子 ど も の 時 に 発 達 障 害 が 見 逃 さ れ 、 未 診 断 ・未 治 療 の ま ま成 人 に な り 、 職 場 で














































































症スペクトラム障害Autism Spectrum Disorders という名称に変わるとともに、その
中の自閉性障害・小児期崩壊性障害・レッド障害・アスペルガー障害・その他の特定




パーソナリティ障害は、自己Self  （アイデ ンティティIdentity ・ 自己志向性Self-
Direction）の特性と対人的Interpersonal な特性（共感性Empathy ・親密性Intimacy ）
に関するパ ーソ ナリ ティ 機能 の水準Level of Personality Function （O ～4 ）に よ
る新たな診断枠が提示されている。また、パーソナリティ障害のタイプを、反社会
性Antisocial、回避性Avoidant 、境界性Borderline 、自己愛性Narcissistic、強迫性
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